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児童生徒の健康課題に関する自己指導能力の向上を目指して

～特別活動担当としての働きかけを通して～

十島村立悪石島小学校 教諭 那須 孝之

【推薦のポイント】

○ 本論文は，健康教育推進上の現代的課題や自校の実態をとらえ，「健康教育に関

する自己指導能力を，児童生徒にどう育成するか。」「その育成に関して特別活動担

当として，特別活動の視点からどのように関わればよいか。」という点から実践を

積み上げた，価値ある論文です。

〇 特に，「学級活動の基本的な学習の流れ」を踏まえて養護教諭や栄養教諭と指導
案を共同作成しＴ・Ｔを実践していること，児童生徒に個人目標を設定させ深化さ

せるとともに一人一人の変容の姿を的確に評価していることなど，優れた実践が成

果につながっていることが，よく分かります。
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１ 研究主題 

児童生徒の健康課題に関する自己指導能力の向上を目指して 

〜特別活動担当としての働きかけを通して〜 

 

２ 主題設定の理由 

(1) 現代社会の要請及び教育の動向から 

   近年のグローバル化や情報化の発展は著しく，豊かな生活を我々にもたらしている。一方，社会

や生活環境の変化は児童生徒の心身の健康に大きな影響を与え，生活習慣の乱れや感染症，メンタ

ルヘルスに関する課題など様々な健康課題が多様化，深刻化している。児童生徒が生涯にわたって

健康な生活を送るためには，児童生徒が自身の健康課題を理解し，適切に対処していくことが必要

である。 

   平成 31 年に策定された鹿児島県教育振興基本計画では，具体的施策「Ⅰ お互いの人格を尊重

し，豊かな心と健やかな体を育む教育の推進」において，「健康教育の充実」が掲げており，主な取

組として「児童生徒の健康課題の解決を図るために，学校の教育活動全体を通じた体系的な保健教

育の充実を図る」ことを目指している。また，本校が設置されている十島村の教育行政施策におい

ても「Ⅱ 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進」において，「健康教育の充実」を掲げており，

「自らの健康管理を育む健康教育の推進」「With コロナへの対応と児童生徒の健康の確保（学校保

健活動の充実）」などが目指されている。 

   これらのことから，学校には今後より一層，健康教育の充実を通して，児童生徒が進んで健康の

保持増進に取り組む力の育成を支える役割が求められている。 

(2) 児童生徒の実態から 

本校は小学校と中学校が併設された学校であり，令和５年度は 14名（小学校８名・中学校７名）

の児童生徒が在籍している。また，十島村では山海留学制度を取り入れており，８名の児童生徒が

鹿児島県内外から留学してきている。極小規模校，離島という物理的な制限はあるが，地域の方々

は児童生徒を温かく受け入れ，学校と協働しながら児童生徒を支える雰囲気や活動が充実している。

そのような中，児童生徒は豊かな自然に触れ，心の触れ合いの大切さを学びながら，たくましく成

長することができている。一方，年度当初に児童生徒の健康に関して観察してみると，次のような

課題が見られた。 

● 毎朝の健康観察における

生活チェックにて，月に数回

程度，「朝食を欠食した」「就

寝時間が遅かった」「寝坊し

た」と回答する児童生徒がい

る。また，休日の過ごし方が

翌日に影響し，体調不良を訴

えたり，欠席したりする児童

生徒も見られる。 

● 給食後に児童生徒全員が

歯磨きを行っているが，丁寧

に磨けていなかったり，歯磨きをせずに遊びに行ったりする児童生徒がいる。 

● 学校や家庭を問わず，スマートフォンやタブレット，ゲーム機器などを長時間にわたって使用

する児童生徒が見られる。 

● 毎月の代表委員会にて保健目標の具体策を話合い，学校全体で取り組むようにしているが，

「あまりできなかった」「全くできなかった」と回答する児童生徒がいる（資料１）。 

 

資料１ 毎月の保健目標に対する振り返り 
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この実態から，児童生徒は離島という場でのびのびと成長しているものの，健康に留意して生活 

することについて様々な課題があることが分かった。さらに，島内には高等学校や専門学校がない

ため，進学を希望する生徒は中学校卒業と同時に島を離れることになり，多くは寮生活など自分の

力で生活しなければならないことが予想される。 

   これらのことから，児童生徒が自身の健康課題を理解し，解決に向けて取り組もうとする力を向

上させる本研究は，生涯にわたってこれからも大きく変化していく社会を生き抜いていく上でも意

義深い。 

(3) 本校の教育目標及び重点課題から 

本校の教育目標は，「自らの目標に向かい，できるようになったことを認め合える調和のとれた心

豊かな児童生徒の育成〜波濤を越え，一歩一歩のあゆみがほこりと自信にかわる教育〜」である。

教育目標の実現に向け，資料２の基本方針や重点課題が設定されている。資料から分かるように，

本校の教育目標に向けた重点課題の達成に向けて，全職員で協力し健康課題に対する取組を充実さ

せていくためにも，校務分掌の担当教員同士が連携や支援を行うことが重要であると考える。 

 

３ 主題の意味 

(1) 健康課題に関する自己指導能力とは 

   「健康課題」に関して文部科学省（2017）は，児童生徒の現代的な健康課題として「肥満・痩身，

生活習慣の乱れ，メンタルヘルスの問題，アレルギー疾患の増加，性に関する問題のほか，時代の

変化とともに新たに生じる多様な健康課題」と述べている。また，健康な生活を送るために必要な

力として，「心身の健康に関する知識・技能」「自己有用感・自己肯定感（自尊感情）」「自ら意思決

定・行動選択する力」「他者と関わる力」の４点を挙げている。この力を育成していくには，「学校

における教育活動全体を通じて行うことが必要であり，学校の全ての教職員が連携して取り組むこ

とが重要である」と述べている。 

「自己指導能力」について文部科学省（2022）は，「主体的に問題や課題を発見し，自己の目標を

選択・設定して，この目標の達成のため，自発的，自律的，かつ他者の主体性を尊重しながら，自

らの行動を決断し，実行する力」と述べている。 

   これらのことから，本研究における「健康課題に関する自己指導能力」とは，「自己の心身の健康

に関する課題に気付き，よりよい解決方法を意思決定したり，実践したりすること」である。  

資料２ 悪石島小中学校の学校経営要綱 
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(2) 特別活動担当としての働きかけとは 

   小学校学習指導要領解説特別活動編では，特 

別活動の指導を担当する教師として，「特別活動

の各内容の特質に応じて，教師間の望ましい指

導の組織と役割の分担を明確にし，指導計画の

作成・実施の過程を重視して，協力体制を図っ

ていくことが必要である」と示されている。 

このことを踏まえ，「特別活動担当としての働

きかけ」とは，資料３のように「校内特別活動

担当として児童生徒や，指導に当たる学級担任

や養護教諭，栄養教諭への連携や支援を行い，自

己指導能力の育成を特質とする学級活動(2)や，保健目標に関して話合いを行っている代表委員会

などの特別活動に関する教育活動を改善していくこと」とする。 

 

４ 研究の目標と仮説 

(1) 研究の目標 

   児童生徒の健康課題に関する自己指導能力の向上のために，特別活動担当として学級担任や養護

教諭，栄養教諭，児童生徒との連携や支援を行う働きかけの有効性を明らかにする。 

(2) 研究の仮説 

   特別活動担当として，以下の視点からアプローチを行えば，児童生徒の健康課題に関する自己指

導能力が向上していくであろう。 

【視点１】健康課題に関わる学級活動(2)の授業改善 

 健康課題に関わる学級活動(2)の内容「ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成」「エ 食

育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成」の学習において，学級担任や養護教諭，

栄養教諭との連携・支援を通して，児童生徒の実態を踏まえた授業づくりを行うようにする。 

【視点２】保健目標に向けた個人目標の取組 

 児童生徒や学校職員と連携し，保健目標の取組を見直し，児童生徒が自己の健康課題に応じた

取組となるように改善を図るようにする。また，児童生徒が取組を日常的に意識し，実践できる

工夫を行うようにする。 

 

５ 研究の実際と考察 

(1) 実践Ⅰ：健康課題に関わる学級活動(2)の授業改善 

ア 歯と口の健康教室について（令和５年６月実施） 

    本校は，毎年６月上旬の「歯と口の健康週間」に合わせて，学級活動の時間に「歯と口の健康

教室」を実施している。指導内容については養護教諭が作成し，各学級で学級担任とともに指導

に当たる。しかし，本校の養護教諭は昨年度大学を卒業し，今年度赴任したばかりであったため，

指導内容を作成する際に働きかけを行った。各学級で指導した題材，働きかけた対象は以下のと

おりである。 

題   材  「上手な歯の磨き方」(ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成) 

         小学１・２年生…６歳（第１大）臼歯と上手な歯の磨き方 

         小学３・４年生…噛むことと上手な歯の磨き方 

         小学５・６年生…むし歯の原因と上手な歯の磨き方 

         中学生（合同）…歯周病，健康な歯でいるために今からできること 

働きかけた対象 養護教諭，学級担任，児童生徒 

 

資料３ 特別活動担当としての働きかけ 
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(ｱ) 指導案の作成について 

まず，養護教諭とともに昨年度の指導案や資料について確認した。すると，歯を大切にする

ためのポイントや歯磨きの仕方など各学年ともに発達の段階に応じて工夫したものであったが，

以下のような学習活動を取り入れた授業に改善するようにした。 

そこで，新たに取り入れる学習活動の

必要性について記載されている資料とし

て，国立教育研究所が発行している特別

活動指導資料に記載されている学級活動

(2)の指導の流れ（資料４）を養護教諭

とともに確認した。 

その後，児童生徒自身が健康に関して生活をよりよいものにしていくためには，「健康に関す

る課題に気付き，課題に応じた取組を決め，実践していくこと」が大切であることを共通理解

し，小学校の指導案の作成に当たった。各学級の大まかな指導の流れは資料５の通りである。

また，今後，学級活動(2)の指導を考える際に生かすために，以下のことについても確認した。 

養護教諭はこ

の後，指導の流れ

を工夫しながら

中学生に向けて

行う授業の指導

案を作成してい

た。また，養護教

諭からこの指導

案づくりや実際

に授業を行って

感じた思い（資料

６）を聞くことが

できた。 

〔考察〕 

     養護教諭に働きかけ，指導案の作成を行っ

たことは，指導者が児童生徒の健康課題を解

決していくために指導の流れを理解し，実践

していく上で有効であったと考える。これ

は，養護教諭が自身で中学生に向けた指導案

を作成したことや，資料６の下線部から分か

る。 

○ 自己の課題に気付く活動      

○  課題の原因を追求する活動 

○  課題の解決方法を意思決定する活動 

○ 意思決定したことに取り組み，生活 

をよりよいものへと改善する活動 

○  学級活動(2)の指導の流れは，題材が変わっても同じであるので，各学習段階でのねらいを

もとに，学習活動を工夫すること。 

○ 各学年ともに同じ題材であるため，さぐる段階の必要性の実感を促す養護教諭の情報提供

のみ，発達の段階に応じて工夫すること。 

資料５ 「上手な歯の磨き方」指導の流れ 

今年度，初めて養護教諭として赴任したため，授業
をどのように進めていくか分からない中，基本的な指
導の流れや，子どもとの関わり方を教えてもらえたの
がよかった。決めたことを継続的に取り組ませること
に迷いがあったが，まずは１週間取り組ませること
で，今後につながるよい機会になったと感じた。養護
教諭だけで授業をすることもよかったが，担任の先生
と一緒にすることで授業の雰囲気も感じられ，学校全

資料６ 養護教諭の感じた思い 

資料４ 特別活動指導資料「学級活動(2)の指導」 
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(ｲ) 授業の実際について 

作成した指導案をもとに各学級担任と養護教諭で授業を行っ

た。資料７は，第３・４学年のみつける段階で，歯の磨き残しが

あった部分を出し合っている場面である。きめる段階では，児童

はみつける段階で気付いた磨き残しのあった部分を中心に，こ

れからの歯磨きの仕方について意思決定していた（資料８）。 

     授業後は，各児童生徒が意思決定したことを意識

しながら歯磨きに取り組むことができるように，が

んばりカード（資料９）を活用して５日間取り組ま

せた。また，学級担任は学級通信等で授業の様子を

伝え，家庭に取組の協力を依頼するようにした。取

組後は，児童に振り返りを記述させるようにした。 

〔考察〕 

授業において「つかむ」「さぐる」「みつける」「き

める」という段階を経て行った意思決定は，児童生

徒が自己の課題に応じた取組を決める上で有効で

あったと考える。これは，児童が歯の磨き残しを出

し合ったり（資料７），これからどのようなことに

取り組んでいくか具体的に記述したりしている（資

料８）様子から分かる。また，毎日の取組状況を記

入できるがんばりカードや，実践の場を提供したこ

とは，児童が意思決定したことに取り組む上で有効であったと考える。これは，資料９の児童

の毎日の取組状況や振り返りの記述から分かる。 

イ 食に関する指導について（令和５年７月実施） 

    本校は毎年，十島村立口之島小中学校に在籍している栄養教諭が来校し，学級活動の時間に「食

に関する指導」を実施している。今年度は７月に実施することになり，指導内容については村教

育委員会が作成している「食に関する指導案集」をもとに，栄養教諭が各学級で学級担任ととも

に指導に当たる。ここでは，担任している学級（小学５・６年）の指導に際して，指導内容を作

成する際に栄養教諭に働きかけを行った。学級活動年間指導計画を基に指導した題材，働きかけ

た対象は以下のとおりである。 

題   材  「朝食の働き」（エ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成） 

働きかけた対象 栄養教諭，小学５・６年児童 

(ｱ) 指導案の作成について 

     まず，題材に関する指

導案の確認を行った。す

ると，朝食を摂ることが

身体に与えるよい影響に

ついて考えたり，これか

らの児童自身の朝食の摂

り方について意思決定し

たりする場面があるなど

の工夫したものであった

が，以下のような学習活動を取り入れた授業に改善するようにした。 

○ 自己の課題に気付く活動  ○  課題の原因を追求する活動 

資料７ 磨き残しを出し合う様子 

資料８ Ａ児の意思決定した取組 

資料９ Ａ児の取組状況，振り返り 

資料 10 「朝食の働き」指導の流れ 
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このことを踏まえ，これまでの指導案を

改善したもの（資料 10）を栄養教諭に提案

し，共通理解を図った。学習カード（資料 11）

に関しては，児童自身が朝食に関する課題

に気付き，よりよい解決方法を意思決定し

たり，実践したりするために，学習活動に応

じて，必要な事項を１枚の用紙にまとめる

工夫を行った。 

(ｲ) 授業の実際について 

     作成した指導案をもとに，栄養教諭とと

もに授業を行った（資料 15）。資料 12 はつ

かむ段階で提示した朝食に関するアンケー

ト結果である。学級に在籍する児童が少な

いため担任の結果も含め，児童が朝食に関

する課題に気付いたり，共感したりするこ

とができるようにした。 

     さぐる段階では，それぞれの課題の原因

について話し合った。すると，児童からは

「起きる時間が決まっていないので，遅く

起きたときには朝食を食べないことがあ

る」「バランスよく食べていない」などの意

見が出た。さらに，課題解決の必要性に気付

くために栄養教諭から朝食の働きについて

話をする場を設定した（資料 13）。すると，

児童は日頃の自分の様子を振り返りながら，朝食の働

きについて大切なことを学習カードに記入していた。 

     みつける段階では，それぞれの課題に応じた解決方

法を見つける場を設置した。すると，Ａ児は「朝起き

る時間が決まっていない」「自分で朝食の準備をあまり

していない」という課題を解決する方法を考えてい

た。また，Ｂ児は山海留学生であり，この学習の数日

後に実家の佐賀県に帰省するため，実家では「毎日，

母親に用意してもらっている」という課題を解決する

方法を考えていた。 

きめる段階では，みつける段階で考えたことを基に，これからの朝食の摂り方について意思

決定していた（資料 14）。 

資料 11 「朝食の働き」学習カード 

朝食 に関するアンケート

質 問 は い いいえ

毎日 決まった時間に
食 べている

赤 ・ ⻩ ・ 緑の食 べ物を

バランスよく 食 べている

自 分で準備をしている

資料 12 朝食アンケート結果 

資料 15 本時の板書 

資料 13 栄養教諭の話 

資料 14 Ａ児の意思決定した取組 

   名前                            

＜朝食アンケート＞ 

 は い い い え 

・毎日、決まった時間に朝ごはんを食べていますか？   

・赤、黄、緑の食べ物をバランスよく食べていますか？   

・自分で朝ごはんを用意していますか？   

 

日（    ）  日（    ）  日（    ）  日（    ）  日（    ）  

 

 

 

    

◎よくできた ○できた △もう少し 

＜頑張ったことや、気づいたことなど＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
お家の人から 先生から 

朝ごはんの働き  

アンケートを基に，
自身の朝食に関する
課題に気付いたり，
一連の活動を通して
課題を意識できるよ
うにする。

栄養教諭の話を基
に朝食の大切さや働
きについて知り，課
題を解決する必要性
に気付くようにする。

自身の課題に応じ
た解決方法を決め，
実践期間や毎日の振
り返りをするなど，
実践の見通しをもつ
ことができるように
する。

実践を振り返り，
これからのよりよい
朝食の摂り方につい
て考えることができ
るようにする。
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授業後は，児童が意思決定し

たことを意識しながら，がんば

りカードを活用して５日間取り

組ませた。また，朝食は家庭の協

力が必要なため，家庭へ学級通

信等で授業の様子を伝えたり，

取組への協力を依頼したりし

た。取組が終わった後は，児童に

取組状況を振り返らせ，記述さ

せた（資料 16）。 

〔考察〕 

     授業において事前の活動で朝食に関する課題に気付くアンケートを実施したことは，児童が

自己の課題に応じた取組を決める上で有効であったと考える。これは，さぐる段階で児童が自

身の朝食に関する課題の原因を見つけたり，課題に応じた解決方法を話し合ったりして（資料

15），これからどのようなことに取り組んでいくか具体的に記述したりしている（資料 14）様

子から分かる。また，毎日の取組状況を記入できるがんばりカードや，実践の場を提供したこ

とは，児童が意思決定したことに取り組むだけでなく，実践を通してさらによりよい朝食へと

なるように，自分にできることに取り組んでいく上で有効であったと考える。これは，資料 16

の毎日の取組状況や振り返りの「前の日に準備をしたり，前の日の残り物を食べたりした」と

いう記述から分かる。 

【実践Ⅰを終えて】 

資料 17は，令和５年度７月に本

校職員を対象に実施された４点法

による学校評価（校内自己評価）

アンケート結果の一部である。実

践Ⅰに取り組んだものの，この結

果から健康教育や保健指導に関し

て，児童生徒の実態に応じた取組

や個別への対応が不十分であると

いう課題が見られた。特に，保健

目標に関して，個別の対応や取組，習慣化させること不十分であることが分かった。実践Ⅱでは，

この課題に向けて，児童生徒が自らの健康課題について取り組んでいけるよう工夫したい。 

(2) 実践Ⅱ：保健目標に向けた個人目標の取組 

   本校は，毎月最終木曜日に代表委員会を実施し，各委員会からの活動報告や次月の生活目標，保

健目標に向けた具体策などを児童生徒が話し合っている。自分たちの学校をよりよくしようと児童

生徒が協力し合う姿が多く見られるが，資料１や資料 17のように，次のような課題も見られた。 

● 毎月の代表委員会にて保健目標の具体策を話合い，学校全体で取り組むようにしているが，

「あまりできなかった」「全くできなかった」と回答する児童生徒がいる（資料１）。 

● 各委員会からの活動報告，生活目標に向けた具体策，保健目標に向けた具体策など，話し合う

議題が多く，時間内に終わらないことがある。 

● みんなで取り組む具体策を話し合っているが，決まったことが当たり前のことであったり，具

体的でなかったりしている（資料１）。 

● 保健目標や給食目標に関して，個別の対応や取組，習慣化させることが不十分であると感じて

いる（資料 17）。 

このような課題を解決するために，以下のような改善，働きかけを行うようにした。 

資料 16 Ａ児の取組状況，振り返り 

資料 17 学校評価（校内自己評価）アンケートの結果 
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改  善   ・ 毎月の代表委員会にて保健目標の具体策を話し合わずに，児童生徒一人一

人の個人の実態に応じた目標を設定する。 

・ 児童生徒が設定した個人目標を掲示し，取組の意識化や継続化を図る。ま

た，学校全体で取り組んでいくようにする。 

働きかけた対象 教職員，児童生徒 

(ｱ) 個人の実態に応じた目標設定について 

まず，委員会活動の時間を中心に児童生

徒会の体育・衛生部と担当教員で，次月の

保健目標について話し合うようにした。年

度初めに校務分掌担当教員より各月の保健

目標については提案されていたが，児童生徒会としての保健目標を決め

るようにしたところ，体育・衛生部の児童生徒と担当教員，養護教諭が

意見を出し合いながら，次月の保健目標について話し合う姿が見られ

た。決まった各月の保健目標は，資料 18の通りである。 

    次に，代表委員会や委員会活動などの時間に，体育・衛生部長から全

校児童生徒に，次月の保健目標を説明したり，個人目標シートを配布し

たりするようにした。資料 19 のように個人目標シートは，個人目標を

記入する欄と取組の達成状況を視覚化できるように，達成した日には丸

シールを貼ることのできる欄を設けた。個人目標を設定する際には，「い

つもしている・できている，取り組みやすい目標」ではなく，「少し頑張

れば達成できる目標」に取り組むことで成長することを児童生徒や職員同士で共有し，個人の実

態に応じて目標を設定するようにした。児童生徒は実態に応じて，学級担任や養護教諭からアド

バイスをもらったり，話し合ったりしたことをもとに個人目標を設定していた。また，取組が達

成できると笑顔でシールを貼る児童生徒の姿なども見られた。さらに，月の途中に設定した個人

目標を見直し，新たに目標を設定し直す児童生徒の姿も見られた。 

(ｲ) 個人目標の掲示（資料 20）について 

 本校は給食後に保健室で歯磨きを行うようにしてい

る。そのため，児童生徒が個人目標の意識化や継続化を

図ることができないかと考え，全児童生徒の個人目標を

保健室前に掲示するようにした。すると，児童生徒は給

食後に保健室に集まり，取組状況に応じてシールを貼っ

たり，シールを貼り忘れている児童生徒同士が声をかけ

合ったりする姿が見られた。また，児童生徒の取組状況

に応じて，各学級担任や養護教諭からも児童生徒に声か

けするなどの姿も見られた。 

〔考察〕 

 個人目標シートを活用したことは，児童生徒が各月の

保健目標に向けて，自身の実態に応じた取組を決めたり，

取組への意欲を高めたりする上で有効であったと考え

る。これは，児童生徒が個人目標を意思決定し，日々の

取組状況を振り返っている（資料 19）様子から分かる。

また，個人目標を保健室前に掲示したことは，意思決定

したことに取り組むだけでなく，取組の意識化，継続化

を図る上で有効であったと考える。これは，取組に対して児童生徒同士で声をかけ合ったり，各

学級担任や養護教諭からも児童生徒に声かけをしたりするなどの姿が見られたことから分かる。 

資料 19 個人目標シート 

資料 18 各月の健康目標 

資料 20 個人目標の掲示 
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６ 全体考察 

(1) 教職員の変容について 

ア 教職員学校評価アンケートの結果から 

令和５年７月に

本校職員を対象に

実施された４点法

による学校評価ア

ンケートを令和５

年 12 月にも実施

し，本研究に関わる

項目において比較

を行った。資料 21

のとおり，全ての項

目において平均値

の上昇が見られた。    

また，文章評価からも，教職員が児童生徒に対して「心身の状態を気にかける」「健康管理を呼

びかける声かけができた」などの関わりを行ったことも分かった。さらに，「保健目標への取組を

改善し，一人一人が意欲的に取り組む姿が見られた」などの保健目標に向けた個人目標の取組を

成果として記述している文章評価も見られることから，教職員や児童生徒に働きかけを行い保健

目標に向けた個人目標への取組を行ったことが有効であったと考える。しかし，児童生徒の健康

課題に関する自己指導能力の向上には，文章評価の課題として見られる家庭との連携も重要であ

るため，今後は家庭と連携した健康指導の在り方を明らかにしていく手立てを考える必要がある。 

イ 養護教諭の取組から 

    資料 22 は，11 月に

養護教諭が児童生徒を

対象に行った歯科指導

で，児童生徒が記入し

た歯磨きシートの様子

である。養護教諭は，

実践 I で示したように

一学期に学級活動の時

間を活用して学級担任

とともに歯や口に関す

る指導を行ったが，そ

の後の児童生徒の日々

の歯磨きの不十分さを

改善したいという思い

から，個別に指導を行

う取組を実施した。養

護教諭は染め出し液を用いて児童生徒が歯磨きの課題に気付くようにしたり，これから気を付け

ることを決めさせたりと，一学期の取組との関連をもたせながら指導に当たっていた。また，養

護教諭は歯磨きシートに励ましのコメントを記入し，保健室内のホワイトボードに掲示すると，

昼食後に気を付けることを意識しながら歯磨きを行う児童生徒の姿が見られた。これは，実践Ⅰ

において，養護教諭に児童生徒の課題に応じた解決方法を意思決定する学級活動(2)の指導案作

成や，授業実践に向けた働きかけを行ってきた結果であると考える。 

資料 22 歯磨きシートの掲示 

資料 21 教職員学校評価アンケートの結果 
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(2) 児童生徒の変容について 

資料 23 は，毎月の保健目標

に対する児童生徒の振り返り

の結果である。一学期に比べ二

学期は，「あまりできなかった」

「全くできなかった」と回答し

ている児童生徒の人数が減少

しているのが分かる。また，資

料 24 は，10 月から実施した実

践Ⅱにおける個人目標の達成

率（取り組むことができた日数

を月の日数で割ったもの）であ

る。月を重ねるにつれて達成率

の上昇が見られ，児童生徒の個

人目標へ取り組んだ回数が増

加していることが分かる。さらに，保健目標に向けた

個人目標の取組に関して児童生徒に自由記述のアン

ケートを実施すると，資料 25 のような回答が見られ

た。これらのような児童生徒の姿が見られたのは，児童生保健目標に向けて自己の課題に応じた個

人目標を設定して取り組んだり，取組状況を把握できる個人目標シートを掲示したりしたことが有

効であったと考える。このことは，本研究で目指す「自己の心身の健康に関する課題に気付き，よ

りよい解決方法を意思決定したり，実践したりする」という「健康課題に関する自己指導能力」が

向上した姿が見られたと捉えることができる。 

 

７ 成果と課題 

(1) 成果 

○ 教職員に働きかけ，健康課題に関する学級活動(2)の授業改善や，保健目標に向けた個人目標

の取組を行ったことは，教職員の保健指導の推進や健康管理に関する児童生徒への関わりを行

う上で有効であった。 

○  児童生徒に働きかけ，保健目標に向けて自己の課題に応じた個人目標を設定させたり，取組

状況を把握できる個人目標シートを掲示したりしたことは，児童生徒の健康課題に関する自己

指導能力を向上させる上で有効であった。 

(2) 課題 

● 家庭と連携した児童生徒の健康課題に関する自己指導能力を高める手立てを明らかにする必

要がある。 

●  保健目標に向けた個人目標の取組において，より具体的な目標設定に向けた手立てを明らか

にする必要がある。 
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資料 23 毎月の保健目標に対する児童生徒の振り返り 

資料 24 個人目標の達成率 

・目ひょうを立てる前は体力づくりや色いろなことができて
いなかったけど，目ひょうを立てたらできなかったことがで
きるようになった（小２児童）。 

・目ひょうをがんばると，自然に目ひょうができる自分になっ
ていき，うれしかった（小４児童）。 

・目標に対して「達成しよう。」という気持ちが強くなった。
また，体を動かす機会が増えてよかった（中２生徒）。 

・目標を立てたことで，より健康に注意深くなったり，気をつ
けたりすることができた。また，シールを貼ることで見返し
たときに，達成感を感じることができた（中３生徒）。 

資料 25 個人目標の取組に関するアンケート記述 
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